
楢葉町役場での業務一部再開のお知らせ
楢葉町役場での業務を一部再開しました。
●産業振興課　　●建設課　　●環境防災課　　●放射線対策課
●新産業創造室
開所時間は午前8時45分から午後5時30分となります。
TEL0240-25-2111（代表）
【土日祝日はこれまでどおり日直対応　9：00～16：00】

平成27年度「新生ならは」当初予算

楢葉中学校卒業式
楢葉南・北小学校卒業式

楢葉町復興祈願祭2015 楢葉ならでは祭

復興への願いを風船に託し、フィナーレを飾った“楢葉ならでは祭”
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これまでの体験談をもとに東国原英夫氏による特別講演作文を発表した猪狩晴日さん、政井優花さん、立花美紗さん

　3 月 21 日、お彼岸の中日に、楢葉町内で東日本
大震災後初となる大規模な催し「楢葉ならでは祭」 
が行われ、町民のみならず、町外からも合わせて
約 2,500 人の方々でにぎわいました。
　久しぶりの再会を母校で喜び合う同窓生、元気よ
く動き回る子どもたちとご家族、笑顔で楢葉の懐か
しい味を楽しむ姿などが見られ、とても和やかな時
間が流れました。

　このイベントは、震災及び原発事故から丸 4 年が経過をすることを機に、離ればなれに暮らす
町民が、町内で一堂に会し、絆を確かめ合うとともに、町の復旧・復興に向けた取組みへの理解
が深まることを願い、開催したものです。その企画には、町民有志の方々にも参加・協力いただ
き、子どもからご年配者まで幅広く楽しんでいただけるよう、おもてなしの心をもって多彩なプ
ログラムを用意し、来場された方々は、それぞれ思い思いに参加されました。

　開会式で、町長から「今年 2 月に完成したばか
りのこの楢葉中学校を皆さまにお披露目する絶好の
機会と考えメイン会場に選びました。「ここなら商
店街」と合わせ、復旧・復興が進んでいる町の“今”
を是非ご覧ください」とのあいさつがありました。
　その後、ならは天神太鼓うしお会による和太鼓で
盛大にオープニングを飾り、楢葉南北仮設小学生 3
名による夢や希望の作文が発表されました。
　“聴く・考える”のプログラムとしては、元宮崎
県知事の東国原英夫さんによる「楽しく、たくましく、生きるには」と題した特別講演や、「あ
れから4年、これから4年〜変わったこと、変わらないこと〜」をテーマとしたパネルディスカッショ
ン、講師とじっくり語り合う座談会など、日頃、心の中で抱いている思いなどを皆で考え、話し
てみる機会もたくさん設けられました。

〜多くの皆さまにご来場いただき、
　　　　　ありがとうございました〜

楢葉町復興祈願祭2015“楢葉ならでは祭”
　中学校の校舎内では、避難先で活動を再開している町民サークルによる展示や体験できるコー
ナーを設け、様々な活動内容を広く知っていただきました。
　また、町民と町外の方が一緒に参加したトークカフェでは、震災後に立ち上がり、いわきを中
心にワークショップ活動を展開する「未来会議」の皆さんにリードしていただき、「あれから 4 年」
と「これから 4 年」について、同じテーブルで話し合いました。その結果は、その後、体育館
で開催されたパネルディスカッションに引き継がれました。

鮮やかな彩りの和布細工工房「ほのぼの」 山内伶子さんによる呈茶

「あれから 4 年、これから 4 年」を話し合ったトークカフェ 一文字レター楢葉教室による体験

●参加された学年と代表者の方々
昭和43年度卒  代表者  古市寿正さん
昭和52年度卒  代表者  関本範貞さん
昭和59年度卒  代表者  山野辺輝英さん

新しい校舎で昔話に花が咲きました !（昭和 43 年度卒業生） 松本ミサヲ先生と一緒に記念撮影（昭和 50 年度卒業生）

新校舎で
ミニ同窓会 !

　楢葉中学校の会場にちなみ、事前に募った 6 つの学年が母校で再会する“ミニ同窓会”を盛
大に開催。恩師を招き、同じ世代が集まって昔話に花を咲かせました。

昭和50年度卒  代表者  吉田　晃さん
昭和57年度卒  代表者  松本百登さん
昭和60年度卒  代表者  酒主秀寛さん
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ならはの  春  を感じた
“まちめぐり”バスツアー開催

in 楢葉ならでは祭

　「楢葉ならでは祭」 の開催にあわせ、町民の皆さんに春の到来を感じていただきながら、町内
の様々な場所を巡り、飲料水の安全対策や町の現状を直接ご覧いただくため、昨年の秋に引き続
き、“まちめぐり”バスツアーを開催しました。
　特に関心の高い飲料水について、参加者からは、 「今まで水道水に不安があったのが、今日見
学してとても安心した」、「水の安全性に対してよくわかった」といった声が聞かれました。

水の安全について説明を受けるみなさん

　「ふるさと楢葉」 の復興・再生に向けて、今後も皆さんに楽しんでいただけるような様々な取
組みを行ってまいります。多くの皆さまにお越しいただき、誠にありがとうございました !

楢葉町復興祈願祭実行委員会一同

 ①ゆず太郎コース

< コース >
竜田駅→小山浄水場→モックアップ
施設→ J ヴィレッジ→天神岬スポーツ
公園→楢葉中学校

　「ゆりかちゃんコース」 では、小山浄
水場・モックアップ施設・J ヴィレッジな
ど町の主要箇所を巡り、飲料水の安全
対策のほか、楢葉町の現在の復興の状
況を実際に目で見て確かめました。 天神岬から沿岸部を臨むみなさん

 ②ゆりかちゃんコース

< コース >
竜田駅→天神岬スポーツ公園→木戸
ダム→小山浄水場→楢葉中学校

　「ゆず太郎コース」 では、木戸ダム・
小山浄水場を中心に巡り、飲料水の安
全対策について、内堀福島県知事や東
京大学アイソトープ総合センターの児玉
センター長、秋光教授らの専門家と一緒
に、浄水場の担当者からの説明を受け
ました。

　屋外の飲食ブース「ここならまんぷ
く横丁」では町内の 13 店舗が集まり、
かつて振る舞われていた、楢葉町の
懐かしい味で皆さんを迎えました。
　また、姉妹都市である会津美里町
から新鶴そば打ち愛好会の皆さんにも
お越しいただき、打ちたてのそばが振
る舞われ、多くの来場者を楽しませま
した。

ならはの味をご用意しておもてなし（木戸川漁協のみなさん） なつかしい味に自然に笑顔と笑い声が…

　昨年 7 月にオープンしたここなら商店街で
は、子供たちに大人気の 妖怪ウォッチ「ジバ
ニャン バラエティーショー」 や警察・消防・自
衛隊による「はたらく車」 の展示、ユアサミ
ズキさんによる“ここならペ
イント” が行われ、多
くの家族連れで賑わ
いました。

◦ちびっ子あつまれ ! ここなら商店街◦

（　　　　　　）

（　　　　　　）
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　平成 27 年 3 月定例議会において、平成 27 年度の当初予算が可決されました。
　本予算は、行政運営の基本的な経費をまかなう一般会計予算と特定の事業を行う特別会
計予算（国保・下水・住宅・介護・後期高齢）に区分され、予算総額は、合わせて 236 億
18,749 千円（前年度比 69.0%、96 億 44,174 千円の増）となりました。

平成27年度当初予算

世界に誇れる「新生ならは」実現のために!

　本年度は、税収をはじめとする自主財源の確保が非常に厳しい状況のなか、復興計画に基
づく統一的・総合的視点に立って、3 つの重点施策に集中的に取り組むことを最優先に、「新
生ならは」 実現のために必要な施策に対し、限られた財源を有効かつ重点的に配分する予算
編成に努めました。
　なお、本年度の重点施策は以下のとおりですが、復旧・復興・被災者支援を成し遂げるため、
各課の連携を強化し、知恵と工夫を最大限に発揮した事業展開を図り、財政健全化への取り
組みも引き続き推進してまいります。

1. 安心できる生活環境の回復
○国の長期目標達成を目指した除染と放射線健康管理の継続実施による安心の回復
○仮置場の継続的な安全監視
　・放射線対策事業【79,874 千円】　・除染対策事業【19,152 千円】
○飲料水の安全・安心
　・自家用飲料水安全確保対策事業【64,560 千円】
○原子力災害等に備えた防災対策の充実
　・災害対策事業【1,707 千円】
○町独自の原子力防災監視組織の設置
　・原子力施設監視委員会運営事業【3,908 千円】
○防犯・防火対策の強化
　・防犯灯整備事業【162,000 千円】　・防犯カメラ設置事業【149,552 千円】
　・特別警戒隊事業【118,444 千円】　・消防屯所災害復旧事業【29,502 千円】

平成 27 年度当初予算規模 （単位：千円、%）

会計の名称 平成 27 年度 平成 26 年度 増　減 比　較

一 般 会 計 20,032,000 11,199,000 8,833,000 78.9

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 1,791,339 1,514,900 276,439 18.2

下 水 道 事 業 特 別 会 計 809,800 346,900 462,900 133.4

住宅用地造成事業特別会計 2,806 3,275 △ 469 △ 14.3

介 護 保 険 特 別 会 計 957,774 886,500 71,274 8.0

後期高齢者医療特別会計 25,030 24,000 1,030 4.3

合　　　計 23,618,749 13,974,575 9,644,174 69.0

2. 生活再建支援策の充実
○住宅の再建・確保に必要な体制の整備
　・防災集団移転促進事業【1,008,181 千円】
　・がけ地近接等危険住宅移転事業【120,435 千円】
　・津波被災住宅再建支援事業【142,935 千円】
○居住衛生環境の向上（家屋内清掃の実施等）
　・住宅衛生環境向上推進事業【289,277 千円】
　・そ族昆虫駆除事業【30,785 千円】
○公営住宅の整備
　・既設公営住宅改善事業【118,272 千円】
　・災害公営住宅整備事業【2,418,414 千円】
○相談体制の強化（放射線、生活再建等）
　・放射線健康管理事業【1,753 千円】
○やむを得ず帰町を見合わせる町民への支援
　・損害賠償支援事業【245 千円】

3. 住み良い魅力あるまちづくり 
○新たな街並み 「コンパクトタウン」 の整備
　・コンパクトタウン整備事業【218,184 千円】
○“人・物・交通”の結節点となる竜田駅東側地域の開発
　・竜田駅東側整備事業【3,931,700 千円】
○南工業団地の再生及び新産業・雇用の創出
　・企業誘致対策推進事業【470,368 千円】
　・雇用安定対策事業【211,071 千円】
○医療、介護・福祉の再生と充実
　・福島県地域支え合い体制づくり助成事業【40,577 千円】
　・デイサービスセンターやまゆり荘整備事業【112,165 千円】
　・県立仮設診療所整備事業【143,101 千円】
○共同店舗の整備による日常的な買物環境の確保
　・商業施設整備事業【140,244 千円】
○教育・保育環境の充実
　・教育施設整備事業【19,451 千円】
　・中学校整備事業【422,839 千円】
　・小学校整備事業【63,186 千円】
　・保育教育振興事業【26,739 千円】
○ 「観光のまち」 の再生
　・天神岬スポーツ公園整備事業【129,849 千円】
　・秋空散策あるこう会事業【5,500 千円】
　・サイクリングターミナル、しおかぜ荘等整備事業【50,000 千円】
　・木戸川渓谷遊歩道災害復旧事業【5,000 千円】
　・木戸川復興整備事業【1,286,247 千円】

新生ならは創造枠
○新たな街並み、復興のシンボル、観光のまち再生
　・ゆず実証栽培事業【9,809 千円】

家庭内清掃費補助事業

コンパクトタウン整備事業

中学校整備事業

ゆず実証栽培事業
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　3 月 13 日、仮設校舎体育館において楢葉中学校卒業式が行われました。本年度、楢葉中
学校を巣立ったのは 27 名。卒業生を代表して田村福太君から、中学校生活を振り返り、つ
らい生活を乗り越え、多くの方々にお世話になって巣立って行く想いを、別れの言葉として
述べました。
　伊藤浩樹校長から卒業生一人ひとりに卒業証書が手渡され、「自分自身を磨くこと、そして、
感謝の思いを忘れず、この楢葉中学校で培った素晴らしい仲間との強い絆を大切にして下さ
い」とあいさつがありました。また、矢内賢太郎教育長からは「たくさんの方々に支えられ
てきたことを忘れず、「絆」と「感謝の心」を大切に、しっかりと地に足をつけ頑張って歩
んでください」とエールが送られました。
　式の後に行われた最後のホームルームでは、卒業する生徒からそれぞれの保護者へプレゼ
ントが贈られ、この日を迎えられたことへの感謝を伝えました。
　卒業生のみなさん、この感動を忘れることなく、今後の人生のなかで起こりうる幾多もの
困難に立ち向かい、乗り越えて行ってください。ご卒業おめでとうございます。

第 51 回楢葉中学校卒業証書授与式
　3 月 23 日、仮設校舎体育館で、楢葉南・北小学校の卒業式が行われ、16 名が卒業しました。
今年度の卒業を迎えた 16 名の卒業生は、震災当時小学 2 年生だった子ども達で、いわき明
星大学内に整備した仮設小学校の再開にあわせ、全国各地から戻ってきた子ども達でもあり
ます。
　式には、両小学校の卒業生、保護者、教諭、在校生、松本幸英町長をはじめとする来賓
らが出席。楢葉南小・齊藤洋子校長、楢葉北小・荒川秀則校長から、卒業生ひとり一人に卒
業証書が手渡されたあと、「困難にくじけず、支えてくれる人がたくさんいることを忘れずに、
目標をもち、自分を磨いてください」と式辞がありました。
　来賓として、矢内賢太郎教育長から「中学校の 3 年間は自分の良いところ探し、良いとこ
ろ伸ばしの 3 年間です。なんでも話せる友達をつくり、しっかり学び、自分を成長させてく
ださい」と式辞がありました。松本幸英町長からは「それぞれの希望を胸に、力強い足取りで、
どんなことがあっても一歩を踏み出す勇気をもってください」と激励しました。
　教室に戻り、最後のホームルームでは、担任の先生から卒業証書、記念品を受け取り、ク
ラスメイト、保護者を前に「今までありがとうございました」「中学校でも頑張りましょう」
など、それぞれの思いを発表。保護者
の皆さんは、元気に巣立ちの日を迎え
たわが子を前に目を潤ませる場面もあ
りました。
　卒業生の皆さん、中学校へ進学して
も、母校である楢葉南・北小学校で学
んだことを胸に、勉強に部活動にと一
生懸命励んでください。ご卒業おめで
とうございます !

楢葉南・北小学校　卒業式
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　3 月 8 日、楢葉町役場大会議室において、東日
本大震災犠牲者追悼式が開催されました。
　大津波により亡くなられた 13 名を追悼する趣旨
により、御遺族、被災行政区長、双葉警察署長、
町議会議員、町関係団体の長、町管理職ら約 60
名が参列しました。町長からは、「東日本大震災
の教訓を忘れることなく、町を安全・安心な環境
にすることが最善の供養になります。必ず楢葉町
に戻ってまいります」と式辞が述べられました。
　続いて青木　基町議会議長、渡部敏久双葉警察
署長から追悼のことばをいただき、富岡町　慈眼
寺住職による読経のなか、参加者一人一人から献
花・焼香がしめやかに行われました。

平成 26 年度東日本大震災犠牲者追悼式

　3 月 1 日、ボランティア組織『ラ・キャラバン・ボン・
アペチ』によるフランス料理の夕食会が開かれました。
当日は楢葉町民約 200 名が招待され、会場となった仮設
小中学校体育館ではフランス大使から心温まるメッセージ
をいただいた後、歌や曲芸の披露があり、素晴らしい技
に感嘆の声があがりました。また、大きな手回式オルゴ
ールの音に合わせて参加者全員で 「おおシャンゼリゼ」
等の合唱をして大いに盛り上がりました。
　フランス人シェフによるスープや牛ステーキなど本格的
なフランス料理に舌鼓を打ち、子ども達は気さくなフラン

ス人スタッフと手をつないで歌ったり踊ったりと大はし
ゃぎでした。
　言葉は通じなくてもお互いにっこりと微笑み合いな
がら楽しいひとときを過ごすことができ、「フランス
の方と交流できて嬉しかった」、「離れた仮設に住む
友人と久しぶりに食事ができて楽しかった」、「美味し
いワインを飲みながら大きな声で歌い、ストレス発散
できた」 等の感想が寄せられました。
　『ラ・キャラバン・ボン・アペチ』の皆様、ありがと
うございました。

フランス料理と音楽の夕べ
〜GBP（ガンバッペ）福島200万人笑顔応援プロジェクト〜

『ラ・キャラバン・ボン・アペチ』は、東日本大震災・原発事故の被災者や福島県の子
ども達をフランス料理でもてなそうと、在日フランス人やフランス大使館、その他関係
機関有志で発足した 100%ボランティアの組織です。

為末大さん、山崎直子さんから授業
　「ふたばの教育復興応援団」による記念すべき第 1 回目の授業
が開催され、2 月 5 日にオリンピックや世界選手権で活躍された為
末大さん、2 月 17 日に日本人女性 2 人目となる宇宙飛行士の山
崎直子さんが授業を行いました。
　為末さんは「夢の力」 をテーマとした中学生への授業を行い、
夢や目標について生徒一人ひとりと向き合いました。また、オリン
ピックでのレースで転倒してしまった事から学んだ事や、将来の夢
や職業を通じて自分はどうなりたいか考える大切さを語って頂き、
最後には「一人でも応援してくれる人がいると人は頑張れる。誰
かを応援してあげて下さい。」と挨拶を頂きました。
　山崎さんは「宇宙・人・夢をつなぐ」をテーマとした小学生への授業。宇宙から見た様々

な表情の地球や、宇宙ステーション内の映像を見せ
て頂き、宇宙での不思議な体験や、宇宙飛行士の厳
しい訓練のお話をして頂きました。質問コーナーでは
「宇宙に行く時はどんな気持ちなのですか」「宇宙で
はテレビは観れるのですか」といった児童からの質問
に対し、丁寧に答えていただきました。

　御二人の授業を受けて、生徒たちは夢や目標を持
つ事に真剣に向き合う事を学びました。
為末さん、山崎さん、ありがとうございました !!

夢の大切さを語る為末大さん

宇宙の話をしていただいた山崎直子さん

　震災から 4 年が経過し、町民の皆さまの多くは、放射線内部被ばくに関してとても大きな
不安を抱えていることと思われます。
　発災から 5 年目を迎え、時間の経過と共に、放射性物質
への注意や警戒が薄れてしまう時期であるとも言えます。
ご家族やご自身の健康管理について今一度話し合い、検査
をおすすめいたします。
　ご希望の方は、下記の通り検査を行っておりますので、
住民福祉課保健衛生係までご連絡ください。
※ひらた中央クリニックで検査をご希望の方は直接病院へ
　ご予約願います。

内部被ばく検査のお知らせ

■お問い合わせ先：住民福祉課　保健衛生係　TEL0246-46-2551

医療機関名 対　象 検査日 時　間 申込方法 費用
楢葉メディカルセンター 4 歳以上 木〜土曜日 10 時〜 16 時 住民福祉課へ申込み

0246-46-2551
無料

いわき泌尿器科 生後 7ヵ月〜 月〜土曜日 13 時〜 13 時 45

ひらた中央クリニック 生後 7ヵ月〜
月〜木曜日 9 時〜 16 時 直接お電話下さい

0247-57-5012土曜日 9 時〜 11 時
※ひらた中央クリニックでは、甲状腺検査も受けることができます。予約の時に伝えて下さい。
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●福島県高齢者総合相談センター
　高齢者やその家族が抱えている心配ごとや悩みごとの相談を電話、面接、手紙又はメール
で受け付けています。また、専門家による法律、税金に関する相談もあります。

（相談は無料、秘密は厳守します。通話料は相談者負担、専門家による相談は要予約。）
▪電話番号　024-524-2225　電話受付は月曜日から金曜日の午前 9 時から午後 5 時まで
　※祝祭日及び年末年始（12 月 29 日〜 1 月 3 日）は休み
▪ E-mail　choju@fukushimakenshakyo.or.jp

●福島県認知症コールセンター
　認知症の症状と接し方、医療機関の受診、介護保険の利用、本人や家族の心身の問題な
どについて、認知症介護経験のある相談員が電話又は面接による助言などを行っています。
どなたでもご相談いただけます。（相談は無料、秘密は厳守します。通話料は相談者負担。）
▪電話番号　024-522-1122（認知症ほっと電話相談）
　電話受付は月曜日から金曜日の午前 10 時から午後 4 時まで
　※祝祭日及び年末年始（12 月 29 日〜 1 月 3 日）は休み

▪所在地　　〒960-8141 福島市渡利字七社宮 111（福島県総合社会福祉センター 3 階）
▪運営団体　社会福祉法人福島県社会福祉協議会
　※高齢者総合相談センターと認知症コールセンターは、福島県から委託を受けて
　　福島県社会福祉協議会が運営しています。

■お問い合わせ先：住民福祉課　介護保険係　TEL.0246-46-2551（内 118）

　町では、長期間に渡り住宅の管理をすることができなかったことにより、汚損等の被害を
受けた町内の住宅を、町が指定する清掃業者等による屋内の清掃を実施した費用について
15 万円を上限として補助金を交付いたします。

◦申込方法：下記の電話番号へ連絡願います。

◦電話番号：0246-88-7473

◦申込時間：9：00　〜　17：00（土日祝日は除きます。）

◦申込期限：平成 28 年 2 月 12 日まで
※本事業を平成 26 年度に利用された方は、事業の対象外となります。

■お問い合わせ先：生活支援課　生活再建係　TEL.0246-46-2551

家屋内清掃費用補助事業について

　町では、平成 27 年度の住民健診を実施するにあたり、意向調査を実施します。
　この調査は、住民健診の予定を把握するための重要な調査ですので、「受診する」、「受
診しない」 に関わらず、今月号の 「広報ならは」に同封している「平成 27 年度楢葉町住
民健診意向調査票」に必要事項を記入し、期日までに必ずご提出ください。
　なお、この調査は住民健診の申し込みも兼ねております。

●対象者　20 歳（平成 27 年 4 月〜平成 28 年
　3 月末の間に 20 歳になられる方）以上の方
　対象年齢をご確認の上ご記入ください。

●提出日　平成 27 年 4 月 24 日まで

●提出の方法
　仮 設 住 宅 に お 住 ま い の 方　⇨ 仮設住宅連絡員にお渡しいただくか、
 同封の返信用封筒をご利用ください。

　借り上げ住宅等にお住まいの方　⇨ 同封の返信用封筒をご利用ください。

1 年に 1 回の意向調査です。この機会を逃すと、来年になりますので、必ずご提出ください。
ご不明な点等ございましたら、下記までご連絡ください。

■お問い合わせ先：住民福祉課　国保年金係・保健衛生係　TEL.0246-46-2551

平成27年度楢葉町住民健診意向調査について
　遠方に避難されている方が、自宅の片づけのために利用する場合、町と協定を交わしてい
る下記の施設を利用する際に町が宿泊費用の一部を助成していますが、対象施設に変更があ
りますのでお知らせします。
＊親類や友人との交流などは、助成の対象となりません。

■対象者　平成 23 年 3 月 11 日において楢葉町に住民登録されていた方。
　　　　　　 ただし、福島県浜通り地方に避難されている方は対象になりません。

■助成額　一人一泊　4,000 円（利用限度：連続 5 日間 / 月 10 日まで）

■施　設　4 月 1 日より、これまでの 4 施設から 2 施設に変更になります。

避難者宿泊助成対象施設が変更のお知らせ

※宿泊予定日の 3 日前までにキャンセルの連絡がない場合は、キャンセル料が発生いたしま
す。キャンセル料が発生した場合は、全額自己負担で対応して頂きます。

※「勿来の関荘」と「よこかわ荘」については助成対象から外れましたのでご注意下さい。

■申し込み方法
　宿泊日から 10 日前までに、いわき出張所生活支援課へ電話でお申込み下さい。

＊なお、自宅の片づけに来られた際は、楢葉町役場で 「宿泊助成利用者届出書」に
　署名して下さい。

■申込み・問い合わせ先：生活支援課　仮設住宅係　TEL.0246-46-2551

施 設 名 住 所 / 連 絡 先

新舞子ハイツ いわき市平下高久字南谷地 16-4
電話 0246-39-3801

かんぽの宿いわき いわき市平藤間字柴崎 60
電話 0246-39-2670
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3 月 12 日に男めしを行いました。今回の男めしは、
お彼岸が近いということやリクエストで、ぼたもち、
煮しめ、すまし汁を作りました。通常のぼたもちでは、
もち米を使っており、カロリーが高くなってしまうので
すが、今回は普通のお米にれんこんをすりおろして加
え、一緒に炊くことでカ
ロリーを抑えました。不
思議なことに、もち米を
使っていないのにぼたも
ちの食感になりました。

4 月の男めしのご案内
日時：4 月 8 日　午後 4 時〜午後 6 時
場所：サポートセンター空の家
持ってくるもの：エプロン、調理実習費　300 円　
作るもの：ギョウザ・にんにくチャーハン・野菜スープ
興味を持たれた方は、ぜひご参加ください。
■お問い合わせ：住民福祉課　保健衛生係
　TEL0246-46-2551（内線 113）

男めし

　平成 27 年 4 月 1 日からお使いいただく国民健康保険証は 3 月下旬に簡易書留にて郵送し
ました。
　白色の国民健康保険証は有効期限が平成 27 年 3 月 31 日までとなっております。
　4 月からお使いいただく新しい保険証は色が黄色となっており、有効期限が平成 28 年 3
月 31 日までです。お送り先は世帯主の避難先住所へ発送しています。
　旧保険証については、4 月以降、ハサミを入れる等して破棄していただくか、楢葉町へ返
却くださるようお願いします。

■お問い合わせ先：住民福祉課　国保年金係　TEL　0246-46-2551

楢葉町国民健康保険へ加入されているみなさまへ

戸籍関係について　お悔やみ申し上げます（広報ならは号外 3 月号掲載以降亡くなられた方）

死　亡　者 （年齢） 行政区

永　山　敏　子 88 下小塙

末　永　ミツ子 91 波　倉

納 期 限 は 6 月 1 日（月）
　自動車税は、毎年 4 月 1 日現在で自動車を所有している方（割賦販売の場合は使用して
いる方）に課税されます。
　平成 27 年度自動車税の納税通知書は、5 月 8 日（金）に発送する予定ですので、6 月 1
日（月）の納期限までに忘れずに納付してください。
　なお、避難等に伴い住民票を移さないまま転居された方で、転居先へ郵便物の転送を希
望される方は、郵便局へ「転居届」の提出が必要です。転居届の有効期限は 1 年間ですので、
詳しくは最寄りの郵便局へお問い合わせください。

■お問い合わせ先：相双地方振興局県税部課税課　TEL　0244-26-1127

平成27年度自動車税の定期課税について

　帰還困難区域等の特別通過交通制度について、制度が改正されました。

（1）常磐自動車道の特別通過交通制度対象ルートへの追加について
　平成 27 年 3 月 1 日（日） に常磐自
動車道の富岡 IC 〜浪江 IC が開通した
ことに伴い、帰還困難区域の特別通過
交通制度の対象ルートに「常磐自動車道

（帰還困難区域を通過する区間）」 が
追加されました。

※常磐自動車道は、通行証を必要とせ
ず通過することができます。

（2）国道288号〜県道35号の
通行規制の緩和について
　特別通過交通制度の対象ルートであ
る国道 288 号〜県道 35 号について、
通行証を必要とせず通過することができ
るようになりました。

※大熊町町道東 15 号〜西 20 号間（東
15 号〜県道 252 号〜西 13 号〜西 9 号
〜西 20 号）は通行証が必要となります。

　ご不明な点がございましたら、楢葉町
環境防災課までお問い合わせください。

帰還困難区域等の通過交通制度の一部改正について

■お問い合わせ先：環境防災課　TEL.0240-25-2111（楢葉町役場）



15 16

まちの動き

2月23日
参議院復興特別委員との意見交換
広野町役場において参議院復興特別委員 13
人と双葉地方町村長との意見交換を行いまし
た。楢葉町からは、町民の皆さまが戻れる環
境を作るため、国としてもさらなる安全・安
心対策や将来のまちづくりに向けた課題にし
っかり取り組むようお願いをしました。

2月27日
イノベーション・コースト構想推進会議
福島・国際研究産業都市（イノベーション・コー
スト）構想推進会議に出席しました。
これは、福島県浜通り地域を中心とするイノ
ベーション・コースト構想の具体化を進める
ことを目的に関係省庁、県、市町村、有識
者等で検討を重ねています。

2月25日
国民健康保険運営協議会開催
町の国民健康保険の状況を協議していただく
5 名の委員の方々に委嘱状を交付いたしまし
た。避難に伴い、町民の健康問題が各方面
から取り上げられているころから、楢葉町民
の健康増進を最重点事項として事業が円滑に
行われるよう協議をお願いしました。

3月5日　
東京電力㈱へ抗議
福島県原子力発電所所在町協議会会長とし
て東京電力（株）に対し、福島第一原子力
発電所における高濃度汚染水流出問題につい
て強く抗議活動を行いました。
これらの汚染水対策を始めとする原子力発電
所の安全確保は、復興の大前提となるもので
あるため、安全かつ確実な対応を図るよう強
く求めてまいりました。

まちの動き

3月4日〜5日
中央省庁へ要望活動
復興大臣、文部科学大臣、環境大臣、国土
交通大臣、経済産業大臣に対し要望活動を
行いました。
各大臣には、帰町と新生ならはの創造に際し、
直面する諸課題の解決に向け、町が掲げる重
点施策が着実に実行されるよう直接要望しま
した。
各省庁へ提出した要望内容は下記のとおりで
す。

【安心できる生活環境の回復のために】
・国の長期目標達成を目指した除染について
・減容化施設の早期設置と安全対策について
・飲料水の安全・安心確保に向けた対策の充実について
・放射線量・原子力発電所に対する不安の払拭について
・子どもを安心して産み育てられる環境の整備について

【生活再建支援策の充実のために】
・域外派遣職人の宿泊支援について
・復興公営住宅の入居要件の緩和について

【住み良い魅力あるまちづくりのために】
・竜田駅東側地域開発に伴う財政支援について
・コンパクトタウンの整備に伴う財政支援について
・新たな産業の集積と雇用の創出について

【その他】
・町民一人ひとりの真の生活再建に向けた負担軽減措

置について

太田国土交通大臣に手交

竹下復興大臣に手交
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あおぞらこども園からのお知らせ
　平成 26 年度の思い出の締めくくりに全
園児で 「いちご狩り」 と、四倉町道の駅
にある「ふくまる」 へ出かけました。
　いちご狩りでは子ども達のほっぺのよう
な真っ赤ないちごをたくさん食べることが
出来ました !

支援センターからのお知らせ

○ 3 月 3 日は“ひな祭り”
　女の子の健やかな成長を祝い、「ひな祭
り会」を行いました。雛壇に自分で作った
ひな人形を飾り付け、とってもかわいらし
く仕上がりました。

　一時保育・一時預かりは、事前に申請登録・申し込みが必要となります。申請用紙はこど
も園にありますが、町ホームページよりダウンロードすることもできます。尚、利用したい日
に緊急な用事が生じた時はご相談ください。詳しくはお電話でお問い合わせください。

≪ 27 年度事業内容のお知らせ≫

いちご園のアイドルわんちゃんと一緒に記念撮影

あゆ組　0 歳児

「ふくまる」で遊んだよ !

内　　容 実施日 対象者 時　　　間

子育てひろば 月・水・金 0 歳児〜未就学児 9：00 〜 12：00

一時保育 月〜金 1 歳児〜未就学児 9：00 〜 17：00

一時預かり 月〜土
1 歳児〜小学生

9：00 〜 17：00
一時帰宅時のみ

育児相談 月〜金 0 歳児〜 9：00 〜 17：00

≪育児相談≫
お子さんの発達や子育てにかかわること、心配なことなどについて相談に応じていま
す。相談内容については秘密を厳守いたしますのでお気軽にご相談下さい。

ゆり組　1・2 歳児

うぐいす組　5 歳児

ゆず組　3 歳児

うぐいす組　4 歳児
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　東京電力（株）では、希望される世帯を対象に、屋内片付け及び屋内放射線測定、家屋
周り除草作業の支援を行っておりましたが、平成 27 年度につきましても継続いたしますので、
ご希望の方はお申込みください。

●屋内片付け支援
　◇対象世帯　全ての町民の方
　◇対象家屋　個人住宅及び物置、倉庫　※取り壊し予定の家屋は対象となりません。
　◇作業範囲　片付け作業（不要品の片付け・分別、屋外への搬出（粗大ごみ含む）） 
 ※敷地外への運搬作業は対象となりません。
　◇作業時間　9：30  〜  15：00　※東京電力社員が 8 名程度で片付け作業を行います。

●屋内放射線測定
　◇対象家屋　個人住宅及び物置、倉庫
　◇測定範囲　上記建物の屋内
　◇作業時間　9：30  〜  16：00 のうち 2 時間程度　※東京電力社員が 3 名で測定します。

●家周り除草作業
　◇対象世帯　環境省による除染が終了している世帯で全ての町民の方。
　◇作業範囲　居住する家周りを中心とした除草で、植込植栽、田畑等は対象外とさせて
 いただきます。
　◇作業時間　9：30　〜　15：00
 ※東京電力社員が 5 名程度で除草作業を行います。
 ※現地確認のため予め敷地内に立ち入りさせていただく場合があります。
 ※除草作業の実施は、一世帯年 1 回とさせていただきますので、
 　予めご了承ください。

◆実施期間：平成 28 年 3 月末まで（予定）

◆申込先：東京電力㈱福島復興本社復興推進室
	 楢葉町屋内片付け、屋内放射線量測定、家周り除草作業申込み専用ダイヤル
	 ○電話番号：080-1221-3522
 ○受付期間：平成 28 年 2 月末日まで
 ○受付時間：9：00 〜 17：00（土日・祝祭日、年末年始は除く）
 ※お電話にて実施希望日の 2 週間前までにお申込みください。
 （日程調整、作業内容の確認をさせていただきます）

《留意事項》
◎いずれの作業においても、ご本人またはご家族の方の立会が必要です。
◎申込内容や留意事項の確認のため、作業実施日の前日までに東京電力担当者よりご連絡を

いたします。
◎天候等の事情により作業を延期または中止させていただく場合がございます。なお、その

際も東京電力担当者よりご連絡いたします。
◎申込状況により、ご希望日に対応出来ないことがございますので、予めご了承ください。

屋内片付け及び屋内放射線量測定・家屋周り除草作業支援の継続について
東京電力株式会社からのお知らせ

　当協議会では、相双管内の復旧・復興工事が本格化し、大型
工事用車両等の交通量が大幅に増加したことから、運転者の交
通安全に対する意識向上や過積載を行わないなどの法令遵守に
対する意識向上、並びに地域の皆様からご意見がある場合は迅速
に対応できるよう大型工事用車両にステッカーを掲示することと
いたしました。
　ステッカーは、県の発注者ごとに色分けして、工事箇所と受注
者が分かるようアルファベットと数字で表示し、歩行者や一般車
から見やすい位置に掲示します。（イメージ写真）
　今後とも交通安全、法令遵守に努めて参りますが、工事用車
両等に対するご意見がある場合は、下記の問い合わせ先までお
電話ください。その際には、掲示されているステッカーの色、ア
ルファベット、数字をお伝えくださいますようお願いいたします。

○福島県の発注機関とステッカー色

大型工事用車両（ダンプトラック等）へのステッカー掲示の取り組みについて
福島県相双管内工事安全推進協議会からのお知らせ

■お問い合わせ先：ダンプトラック情報ダイヤル　TEL.0244-26-5924

相双農林事務所
農村整備部発注工事

相双建設事務所・
富岡土木事務所発注工事

相双農林事務所
森林林業部発注工事

相馬港湾建設事務所
発注工事

 （例）　　黄  色
A-01

県工事安全協

 （例）　　橙  色
B-02

県工事安全協

 （例）　　緑  色
C-05

県工事安全協

 （例）　　青  色
D-04

県工事安全協

大型工事用車両前面のイメージ

大型工事用車両後方のイメージ

A-99
県工事安全協

A-99
県工事安全協

お問い合わせ　富岡消防署  楢葉分署　0240ー25ー2119

富 岡 消 防 署 か ら の お 知 ら せ
〜 全国における火災の現状 〜
　4 月に入り寒さも落ち着き、日差しが暖かく感じ
てきたのではないでしょうか。さて今回は、平成25
年に発生した火災統計をみて、日本の火災の特徴、
対策を考え、さらなる防火意識を向上させましょう。

  1日あたりの火災発生件数は、約132件です
　平成 25 年中に発生した火災は、【48,095 件】でした。
　これは、1日あたり約 132 件の火災が発生しているこ
とになります。火災はいつ自分の身に降りかかってくるか
分かりません。火の取り扱いには十分に注意しましょう。

  建物火災は全火災の 52.1%です
　出火件数の種別で、全火災の半数以上が建物の火災で
す。ちょっとした不注意で火災が起きてしまいます。特に、

【タバコ】【コンロ】【ストーブ】は注意が必要です。

　建物火災における死因の半数以上は逃げ遅れによるも
のです。住宅用火災警報器を設置していれば、いち早く
火災に気が付くことができます。設置している住宅用火災
警報器は、定期的に作動確認をしてください。

  出火原因とその対策

1 位　放火
・放火を対策するには、建物の周囲
に燃えやすい物を置かないように
し、整理整頓をしましょう。

2 位　タバコ
・寝たばこは絶対にやめ、吸い殻
はしっかりと水に浸してから、捨
てましょう。

  死因の 52.4%は逃げ遅れです
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・参事兼総務課長　永山光明（参事兼生活支援課長）

・生活支援課長　小沢則文（財産管理課長）

・会津美里出張所長　横田浩秀（住民福祉課主幹兼課長補佐兼社会福祉係長）

・住民福祉課長兼児童館長兼保健福祉会館長　松本智幸
　（教育総務課主幹兼課長補佐兼公民館副館長兼コミュニティセンター副所長兼歴史資料館副館長兼学校教育係長）

・教育総務課長兼コミュニティセンター所長兼歴史資料館長兼公民館長　大和田　孝
　（住民福祉課長兼児童館長兼保健福祉会館長）

・議会事務局長　樋田利治（会津美里出張所所長心得）

・総務課主幹兼課長補佐兼財産管理係長　松本良一（総務課主幹兼課長補佐）

・建設課主幹兼課長補佐兼財産取得係長　猪狩栄光（財産管理課主幹兼課長補佐兼財産取得係長）

・環境防災課主幹兼課長補佐兼防災交通係長兼環境係長　猪狩秀則
　（環境防災課主幹兼課長補佐兼防災交通係長）

・会津美里出張所主幹兼副所長兼総務係長　髙木さつき（会津美里出張所主幹兼総務係長）

・住民福祉課主幹兼国保年金係長　鈴木美保（出納室主幹兼出納係長）

・出納室主幹兼出納係長　松本久美子（住民福祉課主幹兼介護保険係長）

・政策広報室主幹兼広報情報係長　宇佐見元子（住民福祉課主幹兼国保年金係長）

・総務課主幹　高瀬克己（財産管理課主幹）

・教育総務課主幹兼課長補佐兼公民館副館長兼コミュニティセンター副所長兼歴史資料館副館長
　兼学校教育係長　酒主秀寛（建設課主任主査兼業務係長兼都市計画係長）

・こども園主幹兼幼児教育係長兼子育支援係長　草野伊都子（こども園主幹兼幼児教育係長）

・こども園主幹兼総務係長　猪狩由美（こども園主幹）

・住民福祉課課長補佐兼社会福祉係長　新妻　剛（財産管理課主任主査兼財産管理係長兼入札監理係長）

・政策広報室主任主査兼政策調査係長　渡邉　敬（復興推進課主任主査兼情報政策係長兼広報統計係長）

・政策広報室主任主査兼秘書係長　遠藤一幸（総務課主任主査兼秘書係長）

・復興推進課主任主査兼まちづくり係長　山内紀生（環境防災課主任主査兼環境係長）

・総務課主任主査兼財政係長兼入札監理係長　市毛祥吾（総務課主任主査兼財政係長）

・住民福祉課主任主査兼介護保険係長　佐藤好浩（産業振興課主任主査　併任 農業委員会事務局主任主査）

・建設課主任技査兼業務係長兼都市計画係長　名島　潤（教育総務課主任技査）

・新産業創造室主任主査　坂本昌彦（放射線対策課主査）

・教育総務課主任主査　遠藤亨子（総務課主任主査）

平成27年4月1日付け楢葉町職員人事異動 ・政策広報室主査　鈴木教弘（復興推進課主査）

・復興推進課主査　松本昌弘（総務課付け主査　福島県派遣）

・建設課主査　吉田　顕（財産管理課主査）

・産業振興課主査　併任 農業委員会事務局主査　渡辺信彦（新産業創造室主事）

・教育総務課主査　佐藤友輝（環境防災課主事）

・総務課主事　渡邉辰也（住民福祉課主事）

・環境防災課主事　手島健祐（教育総務課主事）

・総務課主事　佐藤康晴（財産管理課主事）

・放射線対策課主事　松本裕貴（生活支援課主事）

・こども園主事　髙木　愛（財産管理課主事）

・新産業創造室主事　吉田寛哉
・住民福祉課主事　渡邉直央
・総務課主事　齋藤訓枝
・環境防災課主事　小野隆行
・生活支援課主事　遠藤大貴
・復興推進課主事　鯨岡大輝
・新産業創造室技幹　大島則男（任期付）

・こども園専門員　早川恵子

・政策広報室長〈課長職〉　猪狩祐介（福島県より）

・復興推進課主査　大橋隆裕（福島県より）

・産業振興課技幹　倉林　清（福島県（任期付）より）

・住民福祉課主任保健師　窪田和子（福島県（任期付）より）

・建設課主任技査　佐藤文明（福島県（任期付）より）

・生活支援課主任主査　小林紀子（福島県（任期付）より）　
・建設課主任技査　武井正幸（新潟県柏崎市より）

・住民福祉課主事　佐々木秀仁（福井県敦賀市より）

・総務課付け主査　坂本　裕（福島県へ派遣）

　　　　　　　　　（平成 27 年 3 月 31 日付け）
・大和田賢司（参事兼総務課長）

・鈴木克典（参事兼議会事務局長）

・鈴木　博（教育総務課長兼コミュニティセンター所長兼歴史資料館長兼公民館長）

・早川恵子（子ども園主幹兼副園長兼総務係長）

・新妻由美子（こども園主幹兼子育支援係長）

【 参 　 事 　 職 】

【 課 　 長 　 職 】

【 課 長 相 当 職 】

【 課 長 補 佐 職 】

【課長補佐相当職】

【 係 長 相 当 職 】

【 係 　 　 員 】

【 新 規 採 用 】

【 再 　 任 　 用 】

【 派 　 遣 　 等 】

【 退 　 　 職 】

（かっこ内は前職）
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会津美里出張所からのお知らせ

　2 月 15 日、雪が続いていましたが、久し振りに太陽が顔を出してくれました。この日は、高
田体育館において 「高田地域町民家庭バレーボール大会」 が開催され、宮里仮設住宅や借上げ
住宅、いわきからバレー仲間も駆け付け 「楢葉チー
ム」として参加しました。男女 16 名の選手が熱戦
を繰り広げる中、応援隊も大いに盛り上がりました。
　男子は惜しくも 1 試合 3 セット目で敗退しました
が、女子は 4 試合中 2 試合を 3 セットまで持ち越し
て奮闘、準優勝の活躍となりました。
　バレーボールを通して高田地域の方々と交流しな
がら楽しいひとときを過ごし、楢葉町の団結を図る
ことが出来ました。

「高田地域町民家庭バレーボール大会」に参加
おうちで楽々体操

〜	ウォーキング編 〜

Jヴィレッジフィットネスからのアドバイス!
第32回

お腹についたお肉 !! 気になる人は多いはず…そこで今回は「ウォーキング」を紹介したいと思います。

☆☆☆　Jヴィレッジフィットネスジムから　☆☆☆
毎週月曜日　アリオス　元気あっぷ教室　午前の部 10：00 〜 12：00（中リハーサル室）、午後の部
19：00 〜 21：00（稽古場）　音楽に合わせて体を動かすリズム体操やヨガなども行っています。是非ご
参加ください。　※ローテーションにより行わない時もあります。※アリオスが使用できない時はジムに
て教室を実施します。詳しくは J ヴィレッジフィットネスジムまでお問い合わせください。

TEL：0246-46-0201

J ヴィレッジフィットネスジム
トレーナー　鈴木　崇寛
JATI-ATI、NSCA-CPT
元気アップ教室担当

熱戦を繰り広げた参加者

　3 月 7 日午後 2 時から、東日本大震災の犠牲者の冥福を祈り復興を誓うため、会津若松市の
県立博物館で 「ふくしま復興への想いを込めて 2015 from 会津」 が開催されました。会場に
は多くの来場者が訪れ、キャンドル・ジュンさんプロデュースによる「キャンドルナイト」 の他、
大沼高演劇部による創作劇や熊町・大野両小の児童に
よる合唱や 「相馬流山」 の演舞、越尾さくらスペシャ
ルライブなど多彩な催しの中、「ならは琴美会」 によ
る大正琴の演奏も行われました。毎週、仮設住宅や借
上げ住宅から集まって練習しているメンバーに、会津
美里町の「高田大正琴愛好会」「カンマーコール高田」
の方々が協力して下さり、盛大に発表することが出来
ました。東日本大震災から四年目を迎え、ご来場の皆
さんは、今回のイベントを通して鎮魂の思いと未来へ
の希望を新たにされていました。

「ふくしま復興への想いを込めて2015  from会津」

ゆず太郎とならは琴美会の演奏

　3 月 11 日、宮里仮設住宅で 「2015.3.11 追悼・
復興イベント in 宮里」 を開催。町民の方々がふれ
あい館に集い、追悼復興コンサートやふるさとの記
憶の映像と音楽の後に、午後 2 時 46 分、ラッパ
の合図に合わせ黙祷をささげました。その後、震
災から現在までの思いを綴った「あの日から 4 年」
の朗読、灯篭作り等が行なわれました。夕方から雪
の降る中、町民の方々や会津美里町内外の皆さん
により作製された約 600 個の灯篭がハート形に飾り
付けられ、火が灯されました。参加した町民の方々
は、温かな多くのご支援に対する感謝の気持ちと 1
日も早い古里の復興を祈りました。

「2015.3.11追悼・復興イベントin宮里」

ハート形灯篭の前で

脂肪を燃焼するには ?
　脂肪 1㎏→ 7000kcal あるといわれています……。1 回のウォーキング（30 分） で 200kcal を
消費したと考えると 7000kcal÷200kcal=35 回　日数に換算すると約 35 日間（1ヶ月ぐらい）か
かる計算になります ! しかし、あくまで計算した際の話なのでそこに簡単な筋トレ（スクワットやもも
上げ）が入ると、より消費カロリーは多くなります。

ウォーキングの前に簡単な筋トレで消費カロリー UP!
スクワット
< 方　法 >

1、足幅は腰幅よりも
　  少し広めにします。
2、股関節、膝関節を
　  曲げてしゃがみます。
3、つま先より膝が出ない
　  よう注意します。
4、腰が反らない様に
　  立ち上がります。
5、10 回×2 〜 3 セット
　  行いましょう。

ここから本番 Let's ウォーキング !
< 方　法 >

1、足はかかとから着地し、つま先で蹴りだすように歩きます。
2、膝はなるべく伸ばし、腰から前に出すようなイメージで歩きます。
3、日常よりも歩幅は少し広くします、
　  そうする事で歩行速度が上がるため意識して行いましょう。
4、肩の力を抜き、肘を後ろに引く事を意識して腕を振りましょう。

< ポイント >
・最初は 10 分ぐらいから始め、できる方は 30 分以上行ってみましょう。
・呼吸は吸うよりも吐く方を意識するとスムーズに行えます。
※無理のない範囲で行いましょう。

もも上げ
< 方　法 >

1、足幅は腰幅、姿勢を
　  真っ直ぐにします。
2、膝を曲げ、腰の高さ
　  まで持ち上げます。
3、足を下げ、最初の
　  姿勢に戻ります。
4、10 回×2 〜 3 セット
　  を左右行いましょう。

目線
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◆町長の主な行動記録【2 月・3 月】
町長の主な行動記録をお知らせします。
町の動きの参考としてください。 H27.3 月末

地方別 避難者数 避難世帯数

北海道地方 北海道 15 10
計 15 10

東北地方

青森県 2 1
岩手県 0 0
宮城県 33 16
秋田県 0 0
山形県 17 6
福島県 6,426 2,926

計 6,478 2,949

関東地方

茨城県 228 99
栃木県 42 23
群馬県 27 14
埼玉県 134 61
千葉県 123 63
東京都 154 103

神奈川県 79 47
計 787 410

中部地方

新潟県 65 25
富山県 4 2
石川県 2 2
福井県 0 0
山梨県 8 3
長野県 6 4
岐阜県 4 3
静岡県 19 10
愛知県 5 3

計 113 52

近畿地方

三重県 6 2
滋賀県 3 1
京都府 0 0
大阪府 6 4
兵庫県 3 1
奈良県 0 0
和歌山県 0 0

計 18 8

中国地方

鳥取県 0 0
島根県 0 0
岡山県 3 2
広島県 0 0
山口県 0 0

計 3 2

四国地方

徳島県 0 0
香川県 2 1
愛媛県 0 0
高知県 0 0

計 2 1

九州地方

福岡県 9 2
佐賀県 0 0
長崎県 0 0
熊本県 0 0
大分県 7 4
宮崎県 3 2
鹿児島県 0 0

計 19 8

沖縄地方 沖縄県 1 1
計 1 1

その他・不明 7 4
合　　計 7,443 3,445

◆楢葉町民
　都道府県別避難状況

【H27.2 月】
日 曜日 時間 行　　　　　事 場　所

21 土 11：00 ならはパーキングエリア除幕式 楢葉パーキングエリア

22 日
10：00 町政懇談会（下繁岡・繁岡行政区） いわき明星大学　3-102

13：00 町政懇談会（下小塙・椴木下・上小塙・女平行政区） いわき明星大学　3-102

23 月

8：00 庁議 いわき出張所大会議室

10：00 双葉地方水道企業団　定例会 双葉地方水道企業団管理本館

12：15 参議院復興特別委員会との意見交換 広野町役場

14：00 富岡地区防犯協会連合会理事会 道の駅ならは

25 水

13：30 楢葉町国民健康保険運営協議会 いわき出張所大会議室

14：00 東京電力（株）福島第二原子力発電所 副所長来所 いわき出張所町長室

17：00 双葉地方町村長会議 大鳥

26 木
10：30 県町村会定期総会 杉妻会館

16：00 相双地方振興局長来所 いわき出張所町長室

27 金
10：00 双葉地方広域市町村圏組合　議会定例会 広野町サッカー支援センター

14：30 イノベーション・コースト構想推進会議 ホテルハマツ

28 土 13：15 JFA アカデミー卒校式 静岡県御殿場高原ホテル

【H27.3月】
日 曜日 時間 行　　　　　事 場　所

1 日

10：00 常磐道（富岡 IC 〜浪江 IC）開通式 富岡インターチェンジ

10：00 町政懇談会（山田岡・大坂行政区） いわき明星大学　3-102

13：00 町政懇談会（前原・山田浜行政区） いわき明星大学　3-102

16：00 福島 200 万人笑顔応援プロジェクト 楢葉南北小中学校仮設体育館

2 月

8：00 庁議 いわき出張所大会議室

10：15 楢葉ならでは祭記者会見 いわき出張所谷川瀬分室

11：30 KFB 取材 いわき出張所町長室

3 火

10：00 TUF 取材 いわき出張所町長室

13：00 双葉地方水道企業団事務局長来所 いわき出張所町長室

15：30 福島県・12 市町村との意見交換 福島復興局

4 水 9：00 要望活動 復興庁　他 3

5 木
10：00 要望活動 経済産業省

13：30 除染検証委員会第二次報告書手交 東京大学アイソトープ総合センター

6 金 14：30 第 5 回双葉地方除染事業等・警察連絡会 広野町公民館

8 日
11：00 立正佼成会追悼式 天神岬公園

13：00 楢葉町追悼式 楢葉町役場大会議室

9 月
8：00 庁議 いわき出張所大会議室

16：00 福島県高校教育課長来所 いわき出張所町長室

10 火 9：30 3 月定例議会（〜 16 日） いわき出張所谷川瀬分室

13 金 9：00 楢葉中学校卒業式 仮設体育館

16 月 8：00 庁議 いわき出張所大会議室

18 水 10：00 あおぞらこども園卒園式 仮設園舎

19 木

13：30 感謝状贈呈式 楢葉町役場町長室

14：00 楢葉町農業委員との意見交換 楢葉町役場大会議室

15：30 BS フジ取材 楢葉町役場町長室

飲料水供給施設のモニタリング検査結果について
　これまで、沢水等を原水とする飲料水供給施設の放射性物質のモニタリング検査は、国（環境省）が年 4 回実施
しておりました。町では、飲料水への町民の不安があることを受け、平成 26 年 11 月より、週 3 回に頻度を増加し、
検査体制を強化しております。平成 27 年 2 月分の検査結果を公開いたします。

■お問い合わせ先：環境防災課　環境係　TEL.0240-25-2111

 平成 27 年 2 月分
採取場所

天気
大坂 椴木下 女平 乙次郎

飲料水年月日 セシウム 134 セシウム 137 セシウム 134 セシウム 137 セシウム 134 セシウム 137 セシウム 134 セシウム 137
2 月 2 日 晴

ND ND ND ND ND ND ND ND

2 月 4 日 晴
2 月 5 日 曇
2 月 9 日 晴
2 月 10 日 晴
2 月 12 日 晴
2 月 16 日 晴
2 月 17 日 曇
2 月 20 日 晴
2 月 23 日 曇
2 月 24 日 曇
2 月 26 日 曇

　※ モニタリング結果（検出下限値：放射性セシウムに関し、1Bq/㎏）　※ 測定機器：ゲルマニウム半導体検出器

楢葉町除染検証委員会より第二次報告書
◆報告日：平成 27 年 3 月 5 日（木）　◆場所：東京大学アイソトープ総合センター
　楢葉町除染検証委員会は、これまで国（環境省）の事業として行われてきた除染事業の情報を収集・精査し、効
果的に線量が低減しているか等について、専門的見地から分析・検証することを目的に設置されました。
　昨年 4 月に提出があった第一次報告書に引き続き、現時点での現状及び評価を取りまとめ、第二次報告書として
提出をいただきました。
　今回の第二次報告書については、第一次報告書で評価した内容に加え、その後の現状について、分析・検証すべ
き各項目の評価を行いました。また、安心できる生活環境の回復として、国の長期目標を目指した除染と放射線健
康管理の継続実施による安心の回復や、仮置き場の継続的な安全監視、飲料水の安全・安心、生活再建支援策の充
実の面から相談体制の強化について等、昨年 5 月の町としての帰町の判断における 3 つの重点施策に取組む内容に
も触れ、今後の取り組むべき方向の見解を取りまとめていただきました。
なお、現在実施されているフォローアップ除染の効果も踏まえながら、引き続き除染検証委員会を開催していきます。
　第二次報告書については、ホームページで掲載しております。

■お問い合わせ先：放射線対策課　TEL.0240-25-2111

非破壊式放射能測定機器による自家消費野菜等の検査について
　楢葉町では自家消費野菜等の放射能検査を実施していますが、4 月から原則検査物を
切り刻むなどの前処理の必要がない、非破壊式放射能測定機器を導入しましたのでお知
らせします。なお、非破壊式放射能測定器での検査は、国の基準値（一般食品の場合
100Bq/Kg）以内かどうかを調べること（スクリーニング）が主な目的となっています。

　申込者の皆様には以下の作業をお願いします。
　○ 土（泥）などをよく洗い流す
　○ 食べられない部分はできるだけ取り除く（魚は三枚おろしにする）
　※細かく切り刻む方法の従来の測定機器もこれまで同様ご利用いただけます。

　< 申込み場所 >　楢葉町公民館　　
　< 受 付 時 間 >　午前 9 時〜午後 4 時

■お問い合わせ先：放射線対策課　TEL.0240-25-2111
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　楢葉町に設置してある除染廃棄物仮置場について、下記のとおり点検及び管理を行っております。

【平成 27 年 2 月 28 日まで】

双葉地方水道企業団からのお知らせ
1. 水道の使用開始（再開）について
　楢葉町内の下水道は復旧が完了しました。下水道の復旧と合わせ、上水道の使用開始（再開）を希望されるお客
様は、双葉地方水道企業団まで直接ご連絡をお願いします。

2. 水道料金について
　現在、当企業団では毎月 1 日から 8 日の
間に、水道メーター検針を行っておりますが、
料金の取扱いについては下記のとおりとなっ
ております。
◎水道料金につきましては、累積使用水量

が 10㎥以上になったときの検針月に請求
させていただいております。（その後の請
求についても、請求があった月から累積
使用水量が 10㎥以上になったときの検針
月に請求いたします。）※この料金の取扱
いについての適用は、当面の間とし、取
扱いに変更等が発生する場合は、広報や
ホームページ等で前もってお知らせいた
します。

◎毎月の使用水量が 10㎥以上のお客様につ
いては、通常どおり毎月請求いたします。

◎検針時、累積使用水量が 9㎥以下のお客様については、累積使用水量が 10㎥以上になったときの検針月に請求い
たします。

◎料金の支払方法、発送先、振替口座、名義人等に変更が生じた場合は、必ず届出をお願いいたします。
◎納付書でのお支払いは、指定金融機関だけでなく、コンビニエンスストアでも可能です。
ご不明な点等がございましたら、下記連絡先までお問い合わせください。

双葉地方水道企業団
〒979-0515　楢葉町大字上小塙字小山 6-2　TEL 0240−25−5315（代）

【開庁時間】8 時 30 分〜 17 時 15 分（平日）　【ホームページアドレス】http：//www.f-mizu.jp

◆水道水中における放射性物質のモニタリング結果
　1.　測定機関　双葉地方水道企業団
　2.　分析装置　ゲルマニウム半導体検出器
　3.　検査頻度　毎日
　4.　測定方法　緊急時におけるガンマ線スペクトル解析法（放射能測定マニュアル（文部科学省））　　　　　
　5.　検査結果　以下のとおり

平成 27 年 2 月 1 日〜 28 日分（毎日採水、毎日検査）

《参考》検査日現在の目標値
　　　　（単位：Bq/kg）
　　食品衛生法の規定に基づく
　　新たな基準による目標値

ヨウ素
131

セシウム
134

セシウム
137

− 10

※これまで暫定規制値が設定されて
いた放射性ヨウ素については、半減
期が短く、国に平成 23 年 7 月 15 日
以降の検出報告がないことから、規
制の対象から除外されました。

除染廃棄物仮置場の管理について

使用水量

4月分

5月分

6月分

7月分

例1

10㎥

11㎥

10㎥

13㎥

　　　　　　例2

9㎥

7㎥

8㎥

7㎥

　　　　　　例3

3㎥

5㎥

3㎥

4㎥

■例１の場合は、毎月請求いたします。　■例２の場合は、累積使用水量
が10㎥以上になった6月（4・5月使用分）と8月（6・7月使用分）に請求いた
します。　■例３の場合は、累積使用水量が10㎥以上になった7月（4・5・6
月使用分）に請求いたします。　※その後の請求についても、請求があっ
た月から累積使用水量が10㎥以上になったときの検針月に請求いたし
ます。（請求があった月の指針から累積使用水量のカウントがスタート。）
　※累積使用水量が0～9㎥の場合の検針月は、請求いたしません。

累積使用水量
16㎥

累積使用水量
15㎥

累積使用水量
11㎥

区　分 作業項目 内　　　　　　容 頻　　度

通常時

目視による点検
・各設備（シート、集排水設備、ガス抜き管、柵・看板等）の損傷、変状、劣化等の有無を確認

1 回 / 週
・周辺状況（基礎地盤の変状、浸出水染み出し・漏れ出し等）の有無を確認

各種測定

・空間線量率（敷地境界 4 点、入口 1 点） 1 回 / 週

・仮置場の山
・内部温度

1 回 / 週、並びに必要時
・放出ガスの成分・濃度

・内部からの浸出水 ・放射能濃度 1 回 / 月、並びに必要時（排水時）
・地下水 ・放射能濃度 1 回 / 月

環境整備 ・草刈り、清掃等 4 回 / 年程度
異常気象等の
緊急時 目視による点検

・各設備（シート、集排水設備、ガス抜き管、柵・看板等）の損傷、変状、劣化等の有無を確認
基準値を超える降雨、強風、地震時

・周辺状況（基礎地盤の変状、浸出水染み出し・漏れ出し等）の有無を確認

各仮置場の管理状況

※ 1：1m の高さで仮置場入口付近空間線量率を測定
※ 2：⑩、㉑については可燃物がないため温度計未設置
注 1：除染廃棄物放射能濃度は除染廃棄物を保管するフレコンの表面 1cm の空間線量率からガイドラインに沿って換算。　注 2：廃棄物ガイドラインにより 0.7μSv/
h → 3 千 Bq/kg、1.8μSv/h → 8 千 Bq/kg、6.9μSvh → 3 万 Bq/kg、23μSv/h → 10 万 Bq/kg、57μSv/h → 25 万 Bq/kg、115μSv/h → 50 万 Bq/
kg にそれぞれ換算。　注 3：10 万 Bq/kg を超える廃棄物は、道路除染等に使用した水から放射性物質を除去・濃縮した廃棄物と考えられる。

■お問い合わせ：環境省福島環境再生事務所　浜通り南支所　TEL　0240-25-8993

No 仮置場名

空
間
線
量 
1m

除去物内部 
温度測定 
（℃）

通常巡回 
異常時巡回 
地下水測定 
浸出水測定 

ガス濃度測定 
について

廃棄物内訳

個　　数　（個） 放射能濃度

平均値 最大値
0Bq/kg 

から 
0,8万Bq/kg

0,8万Bq/kg 
から 

10万Bq/kg

10万Bq/kg 
から 

50万Bq/kg
小　計

最　　大 平　　均

（μSv/h） （Bq/kg） （μSv/h） （Bq/kg） （μSv/h）
① 波倉（1） 0.19 29.4 52.2 異状なし 4,104 6,185 18 10,307 150,000 35.0 11,000 2.62 
② 営団 0.25 19.3 37.3 異状なし 14,619 7,454 16 22,089 180,000 42.0 7,900 1.81 
③ 下繁岡 0.17 18.3 34.4 異状なし 25,608 12,309 13 37,930 130,000 30.0 7,000 1.61 
④ 繁岡 0.24 14.2 38.9 異状なし 6,312 14,249 19 20,580 280,000 65.0 12,000 2.76 
⑤ 上繁岡 0.21 30.6 57.3 浸出水1.5Bq/L計測 14,732 21,038 43 35,813 200,000 45.0 12,000 2.83 
⑥ 松館・旭ヶ丘（滝前） 0.19 16.2 27.9 異状なし

11,188 11,183 2 22,373 130,000 29.8 8,800 2.01 
⑦ 松館・旭ヶ丘（所布） 0.18 29.3 53.9 異状なし
⑧ 女平（1） 0.20 19.4 44.2 異状なし

7,103 6,548 18 13,669 180,000 41.0 8,300 1.90 
⑨ 女平（2）（中平水無） 0.17 11.4 14.7 異状なし
⑩ 下小塙（日暮国有林） 0.16 ※2 ※2 異状なし 4,353 451 4 4,808 130,000 30.0 4,100 0.95 
⑪ 下小塙（清水） 0.14 18.0 45.1 浸出水2.1Bq/L計測 32,427 5,453 3 37,883 320,000 74.0 4,700 1.07 
⑫ 上小塙（大師作） 0.11 9.7 16.5 異状なし 24,680 723 2 25,405 110,000 25.0 2,300 0.52 
⑬ 大谷（山根） 0.17 16.5 44.9 異状なし 20,076 4,258 10 24,344 180,000 40.2 5,400 1.24 
⑭ 大谷（山岸・仲田） 0.14 18.9 32.3 異状なし 12,341 1,233 18 13,592 170,000 39.4 4,300 0.99 
⑮ 上井出 0.18 14.6 32.7 異状なし 30,418 4,611 4 35,033 110,000 25.5 4,900 1.13 
⑯ 下井出 0.11 13.3 37.7 異状なし 46,706 1,284 2 47,992 150,000 34.0 2,600 0.59 
⑰ 前原（海法付念田） 0.09 13.8 24.4 異状なし 67,203 471 0 67,674 48,000 11.1 1,800 0.40 
⑱ 波倉（2） 波倉（1）に統合 18,236 34 0 18,270 10,000 2.2 3,500 0.81 
⑲ 山田岡 0.13 19.5 40.3 異状なし 36,258 1,264 12 37,534 310,000 71.0 3,100 0.72 
⑳ 山田浜 0.11 23.9 37.2 異状なし 47,775 648 15 48,438 430,000 99.0 1,900 0.43 
㉑ 北田（金堂地） 0.13 ※2 ※2 異状なし 14,931 192 0 15,123 100,000 22.2 1,800 0.42 
㉒ 北田（大道下） 0.13 16.5 31.9 異状なし 23,225 400 1 23,626 110,000 24.8 2,600 0.59 
㉓ 大坂 0.16 11.8 11.8 異状なし 3,162 277 0 3,439 27,000 6.2 4,100 0.95 
㉔ 乙次郎 0.17 10.3 12.0 異状なし 2,938 215 0 3,153 35,000 8.0 3,400 0.79 

計 468,395 100,480 200 569,075 430,000 99.0 4,900 1.13 
比率 82% 18% 1%未満 100%

※
1

（検出限界値：1Bq/L）
試料採取日 試　料　名 天気 検出器 Cs-134 Cs-137 Cs 合計

2 月 3 日

井出川河川水

曇 Ge 半導体検出器 ND ND

-
北地区浄化センター流入水 -
北地区浄化センター放流水 -
山田川河川水 -
南地区浄化センター流入水 -
南地区浄化センター放流水 -

（検出限界値：10Bq/㎏）
試料採取日 試　料　名 天気 検出器 Cs-134 Cs-137 Cs 合計
2 月 2 日 北地区浄化センター脱水汚泥 晴

Ge 半導体検出器
120 360 480

2 月 3 日 南地区浄化センター脱水汚泥 曇 97 340 437

■お問い合わせ先：建設課　下水道係　TEL　0240−25−2111

下水道施設のモニタリング検査結果
　下水道施設へ流入する汚水や処理後の放流水、処理に伴い発生する脱水汚泥や施設付近の河川水について、月 1 回の検査を
実施しております。

採水場所 水　源 ヨウ素 131 セシウム 134 セシウム 137

小山浄水場 木戸川
（ダム放流水） 不検出 不検出 不検出

北林配水池 寺下・中川原水源池
（浅井戸・伏流水） 不検出 不検出 不検出

※いずれの検体も、2 月 28 日時点で放射性物質は不検出です。
※ 「不検出」とは、一定の条件で測定機器が検出できる最小値（1.0Bq/kg）未満で
　あることを示しています。
※最新の検査結果は、企業団ホームページ（http：//www.f-mizu.jp）をご覧ください。
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（1）調 査 期 間　平成 27 年 3 月 3 日、4 日の計 2 日間
（2）測 定 器　NaI シンチレーションサーベイメータ（空間放射線量率測定用サーベイメータ）を使用
（3）測 定 方 法　地表面から高さ 1m 及び高さ 1cm の空間線量率を測定（測定は放射線対策課職員が実施）

測定器を水平に保ち、約 30 秒ほど経過させて測定値が安定したことを確認し、10 秒ごとに測定
値を 5 回読み取り、その平均値を記載する（県指定測定方法に基づき実施）

（4）測 定 結 果 各地区集会所等を対象とし、測定実施日 2 日間で 117 箇所を測定した結果、参考箇所を除き、
最も高い測定値として地上 1m はぼらぐち（自宅門扉前）にて 0.58μSv/h、地上 1cm は上繁
岡地区集会所（駐車場）にて 0.64μSv/h が測定されました。地上 1m 測定値にて年間積算値
を計算すると、最も高い測定値であったぼらぐち（自宅門扉前）では 3.05mSv となります。

測定箇所 天気

測定値（μSV/h） 今月測定値（地上1m）
における年間積算量

（mSv）
地上 1.0m 地上 1.0cm

今月測定値 過去最大値 今月測定値 過去最大値

< 集 会 所 >
旭ヶ丘地区集会所 （駐車場）

晴

0.25 1.28 0.29 1.52 1.31 

後沢地区集会所 （駐車場） 0.14 0.55 0.15 0.73 0.74 

営団地区集会所 （駐車場） 0.24 1.36 0.22 1.68 1.26 

大坂地区集会所 （駐車場） 0.22 0.98 0.20 1.11 1.16 

大谷地区集会所 （駐車場） 0.18 1.21 0.18 1.81 0.95 

乙次郎地区集会所 （駐車場） 0.22 0.67 0.19 0.72 1.16 

女平地区集会所 （駐車場） 0.17 0.99 0.18 1.05 0.89 

鐘突堂地区集会所 （道路） 0.19 0.79 0.17 1.11 1.00 

上井出地区集会所 （駐車場） 0.16 0.77 0.17 1.11 0.84 

上小塙地区集会所 （駐車場） 0.27 1.10 0.26 1.37 1.42 

上繁岡地区集会所 （駐車場） 0.54 2.87 0.64 3.65 2.84 

北田地区集会所 （駐車場） 0.13 0.79 0.12 1.00 0.68 

才連地区集会所 （駐車場） 0.32 1.76 0.34 2.48 1.68 

佐野地区集会所 （駐車場） 0.13 0.63 0.13 0.58 0.68 

繁岡地区集会所 （駐車場） 0.27 1.85 0.34 2.40 1.42 

下井出地区集会所 （駐車場） 0.21 0.81 0.21 0.98 1.10 

下小塙地区集会所 （駐車場） 0.15 0.60 0.17 0.78 0.79 

下繁岡地区集会所 （駐車場） 0.18 1.56 0.18 1.85 0.95 

楢葉町公共施設等モニタリング調査実施結果（3月実施分）

測定箇所 天気

測定値（μSV/h） 今月測定値（地上1m）
における年間積算量

（mSv）
地上 1.0m 地上 1.0cm

今月測定値 過去最大値 今月測定値 過去最大値

松館地区集会所 （駐車場）

晴

0.29 1.89 0.25 2.74 1.52 

浄光西地区集会所 （駐車場） 0.26 1.55 0.34 2.34 1.37 

名古谷地区集会所 （駐車場） 0.14 0.59 0.15 0.79 0.74 

波倉地区集会所 （駐車場） 0.26 1.69 0.24 1.76 1.37 

萩平地区集会所 （駐車場） 0.25 1.18 0.27 1.76 1.31 

前原地区集会所 （駐車場） 0.12 0.57 0.12 0.61 0.63 

向ノ内地区集会所 （駐車場） 0.29 1.64 0.36 2.13 1.52 

椴木下地区集会所 （駐車場） 0.29 0.97 0.27 1.14 1.52 

山田岡地区集会所 （駐車場） 0.15 0.69 0.14 0.87 0.79 

山田浜地区集会所 （駐車場） 0.13 0.57 0.15 0.92 0.68 

< 学 校 ・ グ ラ ン ド >
楢葉中学校 （校門）

晴

0.17 1.15 0.18 1.23 0.89 

楢葉南小学校 （校門） 0.13 0.59 0.14 0.74 0.68 

楢葉北小学校 （校門） 0.20 1.11 0.18 1.20 1.05 

こども園 （園門） 0.26 0.82 0.32 0.98 1.37 

南地区楢葉町児童館 （道路） 0.13 0.55 0.13 0.76 0.68 

北地区楢葉町児童館前 （道路） 0.23 1.13 0.25 1.48 1.21 

総合グラウンド （ロータリー） 0.16 0.32 0.20 0.44 0.84 

天神岬スポーツ公園内 （芝生） 0.10 1.00 0.10 1.14 0.53 

< 公 共 施 設 >
楢葉町福祉会館 （玄関前）

晴

0.12 0.40 0.12 0.30 0.63 

楢葉町公民館 （玄関前） 0.12 0.44 0.12 0.34 0.63 

楢葉町コミュニティセンター （ロータリー） 0.25 1.03 0.30 1.28 1.31 

楢葉町役場 （玄関前） 0.12 0.38 0.12 0.30 0.63 

< 公 共 機 関 等 >
楢葉町消防団第 5 分団 2 部頓所前

晴

0.31 2.77 0.33 3.45 1.63 

竜田駅 （入口前） 0.17 0.73 0.16 0.62 0.89 

木戸駅 （入口前） 0.14 0.55 0.14 0.46 0.74 

楢葉郵便局前 （道路） 0.19 0.71 0.20 0.87 1.00 

木戸郵便局前 （道路） 0.14 0.46 0.15 0.60 0.74 

南地区浄化センター （門前） 0.12 0.53 0.13 0.59 0.63 

北地区浄化センター （門前） 0.23 0.92 0.19 1.14 1.21 

しおかぜ荘 （玄関前） 0.17 0.64 0.15 0.47 0.89 

木戸川漁協 （玄関前） 0.14 0.63 0.12 0.44 0.74 

< そ の 他 >
ぼらぐち（自宅門扉前） （駐車場）

晴

0.58 1.56 0.57 1.97 3.05 

地福院前 （道路） 0.41 2.53 0.50 2.95 2.15 

塩貝の大カヤ （駐車場） 0.31 1.95 0.26 2.33 1.63 

所布橋 （歩道） 0.30 1.52 0.33 1.85 1.58 

墓地公園（入口前） （道路） 0.33 1.51 0.32 2.06 1.73 

赤粉団地 （公園） 0.16 1.14 0.14 1.33 0.84 

岩沢海水浴場 （駐車場） 0.13 0.98 0.13 1.35 0.68 

J ヴィレッジ （玄関前） 0.10 0.31 0.10 0.25 0.53 

道の駅ならは （玄関前） 0.16 0.47 0.15 0.46 0.84 

大瀧神社 （駐車場） 0.23 1.04 0.24 1.36 1.21 

木戸ダム （中央公園駐車場） 0.16 0.66 0.17 0.93 0.84 

夫太郎付近 （道路） 0.31 1.32 0.32 1.72 1.63 

長瀞橋 （歩道） 0.19 0.69 0.20 0.94 1.00 

< 参 考 ： 未 除 染 地 区 >
[ 参考 ] 鞍掛山 （山頂付近）

晴
1.57 - 2.53 - 8.25 

[ 参考 ] 上繁岡字下奥海地内 （雑種地） 1.52 - 2.34 - 7.99 

※ 全 117 箇所の測定結果は、ホームページから閲覧することが出来ます。       

■お問い合わせ先 ： 放射線対策課　放射線管理係　TEL.0240-25-2111

町で実施した自家消費食品等の放射能簡易検査を公表します
　2 月 1 日から 2 月 28 日までに楢葉町公民館で実施した食品等の放射能検査結果の集計となります。

※区分は県の区分に従いました。青字は検査した食品のうち国の基準を超えた検体数です。　※国の基準（平成 24 年 4 月 1 日施行）は、一般
食品で 1 キロ当たり 100 ベクレル、飲料水で 10 ベクレル、牛乳や乳児用食品は 50 ベクレルです。　※依頼された検査品の最小値と最大値を
記載しています。※ 「ND」 は「Not Detected」 の略です。「不検出」 の意味で、検出限界以下であることを示す場合に用います。　※従
来の詳細な測定値の表は、ホームページで随時公開していきます。

■お問い合わせ先：放射線対策課　放射線管理係　TEL. 0240 ー 25 ー 2111

食品分類（基準値） 食品名（基準値超件数/検体数） 
最小値〜最大値（Bq/kg）

魚、鳥獣（100）
（4/4）

イノシシ（4/4）
304.2〜2287.2

山菜きのこ類（100）
（0/1）

フキノトウ（0/1）
26.7

野菜（100）
（0/1）

ダイコン（0/1）
ND

果物（100）
（0/1）

キンカン（0/1）
29.2

その他
（0/3）

井戸水（0/2）
ND

（基準値 10）

切干大根（0/1）
ND

（基準値 100）

10 検体中、基準値超件数 4


